


































































の男性の 「好 ましい自分の生き方」に対 して、
「仕事、家事など配偶者 と分担、両立する」が
４０％あ り、２００４年の同 じ項 目で調査 した時 よ
















































































（６） 子どもは、子 どもの有無 ・人数、子 ども
　 を持った理由、子 どもを持つ意識、子 ども
　 をほしい理由、子 どもをほ しくない理由。
（７）　自分観 ・社会観は、大切 にしているもの、
　 「男 らしさ」 と聞いて浮かぶもの、「男らし
　 さ」で重視するもの、満足度 （安心度）。



















































































　年代 も 「個性 ・能力を活かせる」が相対的
　 に他の回答 「仕事が面白い」「技術が習得で





２０代後半で未婚は１８．９％ に対 して既婚 は





ともに全体 として 「収入」 と 「安定」を望
んでいる。既婚 は 「収入を上げたい」割合
が未婚 より高い。未婚の３０代後半は 「安定
して長 く働 きたい」をより強 く望んでいる。
　１位を ２点、 ２位を １点で点数化すると、
「収入」「安定」の次には 「自分の能力や資
格を活か したい」 と続 き、 また既婚２０代後
半では 「出世 したい」の割合が高い。
・働 くことの意味は、 まずは 「必要な収入を
得る」が最 も高 く、未婚で７２．２％、既婚で
７７．５％である。 １位を ２点、 ２位を １点で
点数化すると、次には 「それ自体の興味」、
年代別で２０代後半は 「熱中できる」、３０代前























　 数である。既婚は 「仕事 と家庭生活 と個人
　 の生活等の ３つを両立」の割合が相対的に
　 多い。 また未婚では 「仕事 と個人の生活等
　 を優先」「３つを両立」が相対的に多い。




　 しい」が全ての年代で ３割から４割で最 も
　 多い。 しか し、「子 どもがで きてもずっと働
　 いてほしい」「子 どもが生まれたら一旦退職
　 し、子育て しなが ら働いてほ しい」、「子 ど
　 もが生 まれたら一旦退職 し、子育て後に再
　 び働いてほ しい」 と続 く。「専業主婦」や
　 「子 どもが生 まれるまで働いてほしい」は １
　 割を下回る少数である。「妻の自由に」と妻



















































　 しかし、既婚は 「仕事 を優先」が３５．２％に
　対 して、未婚は 「仕事 を優先」が４６．２％と
　高く、また３０代前半では既婚が３１．４％ に対
　 して未婚は４８．２％ と差が大 きく、未婚の仕
　事優先の現実がある。ワーク ・ライフバラ
　 ンスは理想 と実態の乖離が非常に大 きい。










































しか し既婚では 「やや不満」１９．２％ 「とて
も不満」５．７％に対 し、未婚では２７．７％ と
１３．４％で ある。 また未婚３０代後 半 は既婚 と
未婚で差 が大 き く、「や や不 満」１８．１％ 「と
て も不安」６．３％ に対 し、３０．９％ と１５．０％ で、
３０代後半 の生活全 般へ の不満 が大 きい。
　 「生活 の将 来性 」 につ い て は 、全 体 で
「やや不満」３５．１％ 、「とて も不安」２３．５％
と各年代 とも将 来への不 安 は高 い。 未婚 が
「とて も不安」２９．０％ に対 し、既 婚 は１７．１％、
さ らに未婚 の３０代後半 は 「普通」 １７．３％ し
か な く、 「やや不満」４１．８％ 、「とて も不 安」
が２９．１％で ７割 が不安 を抱 いて い る。
　　「人 々の モ ラ ル」 につ い て は、 全 体 で
「普通」３３．９％、「やや満足 」２６．８％、 「とて
も不満 」２２．３％で あ る。
　 「企業 の雇用の あ り方」 につ いて は、全
体 で 「普通」 ３１．３％ 、 「や や不満」３０．０％ 、
「とて も不 満 」２５．０％。 既婚 ２０代 後半 だ け
「やや満足」１７．９％ と特 に高 い。３０代後半 は
未婚が 「やや不満」３０．９％、 「とて も不満 」
２９．１％ と ６割が不 満で ある。
　　「企業 のモ ラ ル」 に つ い て は 、全 体 は
「普通」３４．２％、 「やや不満」２８．７％ 、「とて
も不満」２２．９％ であ る。 ここで も２０代 後半
は 「やや満 足」が １７．９％ と高 くなってい る。
　 「政治 のあ り方 」 につい ては、全体 で各
年代 と も同 じ傾 向で、「とて も不 満」３６．４％ 、
「やや不満」２９．５％ で、６５．９％ と不満が特 に
高い。
　 「社会 全体 として」 につ いて は、全体 で
「やや不満」３９．１％ 、 「とて も不満」２６．４％






現在の生活全般 ζて も満 足 （安心）
やや漕足 （安心） 普通
とて も不 満 （不安）










２０代 後 半 （Ｎ＝１７１）
３０代 前 半 （Ｎ＝２２０）









２０代 後 半 （Ｎ＝２５５）
３０代 前 半 （Ｎ＝４４０）
，３０代 後 半 （Ｎ＝４４１）
合 計 （ＩＶ＝６１１）
２０代 後 半 （ｘ＝ｉ７ｉ）
３０代 前 半 （ｒｒ－ｚｚｏ）








　既婚 に比べて不満 ・不安が高 く、特徴的な
　のは３０代後半で多 くの項目で高い不満 ・不
　安傾向を示 している。未婚は 「生活の将来






　婚者 と同様に 「企業の雇用のあ り方」や
　 「企業のモラル」に５０％以上が不満を持ち、















　　既婚 とも各年代で 「ある程度そう思 う」
　　が高い。
　③仕事の正確性 は、「ある程度そ う思 う」
　　４７．２％、「あまりそう思わない」２４．４％で、
　未婚 、既婚 とも各年 代 で 「あ る程度 そ う
　思 う」が高 くなってい る。
④仕事の迅速性 は、 「あ る程度 そ う思 う」は
　３８．０％、 「あ ま りそ う思 わな い」３３．０％ 。
⑤ 知識 は、「あ ま りそ う思 わな い」が３６．４％ 、
　 「ある程度 そ う思 う」３５．５％。３０代 後半 は
　 既婚 、未 婚 とも 「あ ま りそ う思 わ ない」
　 が４０．７％、４１．４％ と他 の年代 よ り高い。
⑥ 協 力 ・協 調性 は、 「あ る程 度そ う思 う」
　 ４３．５％、「あ ま りそ う思わない」２６．４％で、
　 既婚 、未婚 とも、 各年代 で 「あ る程 度 そ
　 う思 う」が高 い。
⑦ リー ダー シ ップ （統 率力） は、「あま りそ
　 う思わ ない」 が４３．８％、 「そ う思 わない」
　 ２３．３％ と リー ダー シップにつ いて評価 は
　 低 い。未婚、既 婚 の各年代 と も同様 であ
　 る。
⑧ 向上心は、「あ まりそ う思わ ない」が３４．３％、
　 「あ る程度そ う思 う」３３．５％で、 やや評価
　 が低 い。
⑨ 理 解 ・判 断力 は、 「あ る程 度 そ う思 う」
　 ３５．７％、 「あ ま りそ う思 わ ない」３５．２％ で、
　 既婚 の３０代後 半は 「あ まりそ う思 わない」
　 が３８．０％ と高 く、 「あ る程度 そ う思 う」 も
　 ３２．６％ と低 い評価 で ある。
⑩計画 性は、「あ ま りそ う思 わない」が３６．０％、
　 「あ る程度そ う思 う」３４．１％ で未 婚、既婚
　 ともに 「あ ま りそ う思 わ ない」 が高 い。
⑪ 冷静 ・客観 性 は、 「あ る程 度 そ う思 う」
　 ３４．９％ 、「あ ま りそ う思 わない」３３．４％ で
　 あ る。既婚 は年 代が上 が るにつれ 「あ る









































































に仕事 を持 ち経済的に自立する」 は女性が





























特 に３０代後半の年代 は特異 な違いが見 られる。
就労状況が３０代後半になると好転する機会が






































































































































的 自 立 要 求
．１４３







的 自 立 要 求
ＷしＢ
希望




















　 まず図 １の既婚男性のモデルか ら見よう。


































的 自立 要 求
ワ ー ク ・ラ イ

























ある。 この時 間的満足 は仕事の時間的 自由
（０．２１３） と 「ＷＬＢ （ワーク ・ライフバランス
以下ＷＬＢと呼ぶ）実態」 （０．１８２）か ら影響 を
受けていて、仕事の充実感は 「ＷＬＢの希望」
に影響 し （０．１９２）、その希望はＷＬＢの実態
（０．１０７）に影響 し、ＷＬＢが実態 として得 られ
ることで時間的満足が得 られ、生活満足を得











見 られる。 また 「社会的満足」 は 「女性への
経済的自立要求」に影響 （０．１４３） している。
しかし、女性への評価の中で 「女性の仕事能
力評価」 と 「女性へ の全般的 自立要求」 は












































び 「女性への評価」を図 ２からみ よう。
　既婚男性 と同様 に、学歴が職業上の地位
（０．３１６）に強い影響を与え、職業上の地位が






















































































































既婚で特徴的であ り、 また差異がある。特 に
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A Study of the Consciousness and the Realities of 
 Young Men with respect to Gender  Equality 
    relations between their life-style and 
          assessment of women
MAKIMURA Hisako
 (Summary)
 This paper intends to analyze the consciousness of Japanese young men (in Osaka area) with 
respect o the gender equality and inquire into relations between the types of their lifestyle and 
their assessment ofwomen. As a result, we found that there are significant differences between 
married young men and unmarried ones as well as among young men from 25 to 30 years old, those 
from 30 to 35 and those elder than 35, as far as their perceptions ofgender equality are concerned. 
In particular, unmarried young men over 35 years old tend to demonstrate different attitude in com-
parison with those married belonging to the same age group. Also we found out a difference con-
cerning their assessment ofwomen between regular employees, who enjoy economic independence 
and have financial responsibility for their families and irregular ones who do not have such respon-
sibility. This difference in the form of employment is very important for our analysis, because it 
explains to some xtent different perceptions of young men toward women. 
 To make clear relations between the factors which determine attitude toward gender equality and 
those related to their assessment ofwomen, we selected class, job and grade of satisfaction with life 
as examples of the former factors and socioeconomic position, expectations from present works, 
work — life balance, life satisfaction, and perceptions ofwomen (evaluation of their ability to work, 
their desire for the whole independence and economic one in particular) as the second factors. As 
a result of our analysis based upon the AMOS 7 (a software for covariant structural analysis), we 
found that both married and unmarried young men who have got a good socioeconomic status and 
are satisfied with their works and life tend to appreciate highly women and desire their economic 
independence.
Keywords  : young men, work life balance, gender equality
